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第 l巻（40.4x 1410 cm) 
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第 1巻は不動明干の射る火矢，谷属の投げる火の付いた輸宝が逃げまど う人々に取り付き，家が焼け，人々に降り懸

る惨劇の数々が拙かれる
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人々はなおも逃げつつ，水と食を求める． 戒厳令

漸くf反小屋に寝泊りする安捕の表情を得た人々が
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第 3巻（40.4×1230cm) 

巻が閉じられる．

東京市における震災の最大の悲劇の場， 被服廠跡で四十九日 の法会が営まれる場附で絵

口車会 1～4 萱原白洞「東都大震災過眼録」 全 3巻 （紙本淡彩）抄録 （萱原家蔵）



口絵5 池凹迄都「震災の跡 ｜1924年，インク ・紙， 19.0x 28.5 cm （倉敷市立美術館

蔵）

口絵6 池旧迄部 「災禍の跡｜1924年，絹本清色，6曲塀風 l隻， 167.0×375.0cm （倉敷市立美術館蔵）

口絵7 池出進部 「災禍の跡（画稿 3）」 1924 '1ド頃，紙本着色， 8.5×36.4cm 〔余敷市立美術館蔵）
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口絵8 西津筒畝「黄昏る L頃（同本

橋）」 36.0x 27.0 cm 
口絵 11 田村彩天 「夕陽に映ゆる女

神像 （神田仏英：fJ:.学校跡）J

37.3×27.0cm 

口絵9 磯同長秋「運送馬車 （京橋通）」 27.0×37.0cm 
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日絵 10 川崎小虎「宮城前天幕村」 27.0×36.0 cm 

口絵8～12 l大正震災木版霊集』（立命館大学歴史都市防災研究センター蔵）



《必

J
a聖一
Ihw柿
吟

ehE墨
e砕
混
ぜ
ま

寝
令
指
毒
。
翠
線
検
l』

h

－e
E制
E

書
" !;11最

；，~ 
"'ill 
＆
門
事
制
定
U

待
作
司
hw担保”
eο

、
SMW制
av判
断

gew吹内語－
A掛
宮
、

2aw宇崎
‘
仇
V

認
必

eM喜

Jが
る
と
長
室
ザ
↓

Avde培
時

桜
宮
阜
、

zud葺
e
e
話
量

2

2

る
hsu相
恨
め
の
い
栂
ku養
俗
営
健
持
制
ザ
l

、2
a

虫
側
苫
童

2
s
・6
2狙
旬
、
同
首
誕

mwphぷロ

』

FUem噌

ωmeザ
lA
・2
ゆ
噌
司
令
側
、
笠

告
官
側
室
古
宇

dbezumM首
然
叫
茸

守、J
’M 

』

E創
作
、
使
栂

g
e
p
t似品
wsw統
選
縦
、
議
官
偽
物
αV
注
eM旬
、
札
平
準
時
丘
一

3

5

2必

ザ

l
d量
処
伺
嶋
崎
£
必
£
ベ
全
一
リ
－

4h治判
，

b
e側
証
後
事

RWAW
‘“成
e明
ー
ゼ
Jが£剣吋同法制－
eペ
伺
督

Aw－
－
郎
似
事

2
Z
Eキ
様
、
一

A
2
2録
制
P
ベ
純
督

J
E
Z輩
負
軍
墨
彩
ω

長
守
唄
1
6同
容
易
州
地
必
湖
恒
活
気
附
置

の
い
偽
“
法
制

eavAwsuv－E也
市

upthw哩
持

ueuwu喝

45将、制－

eAweHU一
e
a－ゆる

eeh刷、
g
p句
様
相
ザ
手
£
必
吋
宮

2
・e
g
p
e
J
t
’句”言努
e
S
4侵
害
－

a
e同
餐

662HU品
在
、

f
2

2

5
事
官
会
費
V

争
最
d
o
t
g銭
ど
宣
告
V

旬
容
器
用
語

v
g告
書
提
言
6
6
w
s
a
首
茸

ー

‘
 

山

w－
相
克
u

宝
村
百

mwp制
法

u


	01 口絵_ページ_1
	01 口絵_ページ_2
	01 口絵_ページ_3
	01 口絵_ページ_4

